
TOP I C S

日本遺産
「鯖街道 熊川宿」コース5月5月1818土 40・20・10・5㎞

ラムサール条約登録
「三方五湖」コース
35・20・10・5㎞5月5月1919 日

第28
回若狭・三方五湖

〈写真：小堀峰夫〉
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　春の登山シーズンの幕開けとして、若狭町と滋賀県境にある三十三間山の山開き
が行われました。主催者である若狭三方五湖観光協会の浜本会長が「平成最後の山

開きを楽しんでください」と挨拶し、森下町長らと
テープカットを行いました。式後、県内外から登山
客約200人が頂上を目指し登っていきました。
　新元号「令和」が万葉集の梅花の歌から引用さ
れたことを記念し、町特産の梅ゼリーなどのプレゼ
ントがありました。他に地元の「倉見振る舞う会」
がタケノコご飯を、みそみ地域づくり協議会がコー
ヒーなどを振る舞いました。

アルファブランカ社員寮落成
　ブライダルファッションデザイナー桂由美さんデザインのドレ
スを製造する(株)アルファブランカが、ドレスデザイン・企画など
を本年度から京都の本社より生産工場のある北前川に集約しま
した。それに先立ち、国内外のデザイナーや若手職人の滞在す
る社員寮を整備しました。その社員寮の内覧会がこの日行われ
ました。「若狭町への感謝の気持ちを込め、町の空き家問題に少
しでも貢献したい」との思い
から瓜生の築約130年の古
民家の柱などを再利用し建
設しました。今後同社は作品
を展示するドレスギャラリー
や、ドレスデザイナーを育成
する学校も設置して、若狭町
を「ウェディングドレスの聖
地」にしたいということです。

4/23

うなぎの放流
　海山漁業協同組合と地元の梅の里保育園の園児26名が、バケ
ツに入ったうなぎに「大きくなってね」と大きな声をかけながら大
はしゃぎで水月湖へ約2,500
匹を放流しました。その後、
県里山里海湖研究所の職員
より湖に生息するシジミ、テ
ナガエビなどの説明を受け
観察したり、遊覧船にも乗せ
てもらい、湖の自然環境に親
しみました。

5/17

令和婚5/1

花祭り
　お釈迦様の生誕を祝う行事である
「花祭り」が三方地区仏教会の主催で
相田傳芳院で行われました。三方地
域の小学4年生から6年生と相田区の
小学生が、相田区内をお釈迦様の乗
られた白象を引っ張りました。その後、
龍谷大学の学生とジュニアリーダーの
メンバーも加わり一緒にゲームなどを
楽しみました。　　  〈写真：小堀峰夫〉

　令和改元を記念して、5月1日限定で若狭町青年会が町内施設に協力を仰ぎ、婚姻届
を出された夫婦の方に、特製の結婚証明書とレインボーライン山頂公園券、きららの湯
の入浴券、縄文博物館・年縞博物館の入館券などをプレゼントしました。
　午前2時、令和1番に三方庁舎へ届出に来られた水江真也、由美香さんは「一生忘れ
られない思い出になりました、これからも仲良く助け合っていきたいです」と笑顔で語っ
ていました。

小中学校規模配置適正化に
ついて答申

5/15

　昨年4月より福井大学大学院の松田通彦客員教授を委員長に、小中学
校の規模や配置のあり方について協議を進めていた検討委員会が、この日
森下町長に子どもたちにとって望ましい学校の適正規模・適正配置につい
ての基準、基本方針を取りまとめ答申しました。
　教育環境の充実を最優先に、複式学級が継続する学校から段階的に統
合を進めることを求めました。森下町長は「この答申を真摯に受け止め、前
向きに取り組んでいきたい」と述べました。教育委員会は夏頃から順次説明
会を開き、意見を聴取し地域の理解を深め計画の策定に取組む予定です。

5/5

三十三間山山開き4/29
さん    じゅう    さん     げん     ざん

　鳥浜の学校田で全校児童約110
人が、無農薬米「ゆりかご米」の田
植えをしました。
　平成23年度より町と連携してコイ
やフナを米と同時に育て、地元の生
態系を学んでもらおうと始めました。
　晴天のもと、上級生が下級生に教
えながら、泥だらけで5アールの水
田に苗を植えました。今後も9月の
収穫にむけ、稲の世話や魚の観察を
続けていく予定です。

三方小学校「ゆりかご米」田植え5/15

　若狭湾の水産資源（魚）と調理技術について学ぶ「魚さばき
教室」を町が開催しました。朝捕れたばかりの鮮魚を参加者が

さばいて、刺身、煮付け、ム
ニエルにして美味しく食しま
した。講師を務められた若狭
三方水産研究会のみなさん
は、地元民宿を営む若手漁
師。「地元食材の魅力を実感
してもらい、地産地消につな
がってほしい」と参加者に
メッセージを送られました。

パレ若塾『魚さばき教室』5/26
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